
学生のみなさんへ
京都三大学教養教育研究・推進機構
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■教養教育共同化施設「稲盛記念会館」フロア案内図
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研究等フロア3階 

府民利用・学生交流フロア1階 

　講義室６室
　・１９６人：１室
　・１７４人：２室
　・　９９人：３室
　自習室
　稲盛記念展示室
　レストラン
　事務室

　講義室１１室
　・１２０人：３室
　・　９９人：３室
　・　６０人：４室
　・　３６人：１室
　自習室
　視聴覚室

医大研究室、化学実習室、生物学実習室、物理学実習室、実験準備室、コンピューター室、研究ゼミ室等

京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学の京都三大学は平成26年度より、それぞれの教育理念
を基本にしながら京都北山地域の特性を生かして共同することによって、飛躍的に充実した教養教育プログラム
を実施することにしました。これは、これまで10年来、3大学が連携して教育や研究を充実・強化するために進
めてきた検討を踏まえ、京都府と文部科学省の支援を得て実現することになったものです。
共同化する教養（リベラル・アーツ）教育では、科目群を拡充して選択の幅を広げ、学生のみなさんの多様な

関心・学修要求に応えるように工夫しています。学生のみなさんには、様々な角度から総合的に物事を観察し的
確に判断できる力や人としての豊かな感性を培うよう求めます。また、共同化によって専門や将来の志望の異な
る学生同士や教員との交流を図ることができる条件を勉学や学生生活に活かし、下鴨・北山地域における新しい
学生のライフスタイル、大学像が構築されることを期待しています。

Ⅰ．目指すもの
我が国の大学における教養教育は、戦後新制大学の発足以来一貫して、専門教育と並ぶ不可欠のものとして位

置づけられてきました。しかしその在り方、システムや評価は時代によって変化し、社会からの要請や学生の受
け止め方によって、ときには充実が求められ、また一方では形骸化を指摘されることもありました。現在の私た
ちは、経済のグローバル化による産業の空洞化、経済・社会の不透明・不安定化、少子高齢化、災害の巨大化、
将来のエネルギー問題など様々の課題に直面し、ときには閉塞感を抱くこともあります。このような今の時代
に、社会からは、眼前の利害や身の周りの空気のみで判断・行動するのでなく、主体的に考え行動し、多様な
人々と連携・協同する豊かな感受性と高い倫理観を身につけることが求められています。私たちがとりくむ教養
教育は、学生の皆さんが、高度な専門知識だけではなく学術の幅広い基礎的素養と科学的に思考する力を修得
し、それらを基礎にして、文化や立場を異にする様々な人々と対話し議論する力や、書き、表現する力を育むこ
とを目指します。
このような認識を踏まえ、京都三大学の共同化教養教育においては、第一に、時代が求める教養教育の課題を

以下の3点に整理し、各授業科目に反映させます。

A. 人文・社会・自然諸分野の学術体系を俯瞰しながらこれらの基礎を幅広く学習し、学術への高い関心を育てる
こと。
現代社会を生きていく市民として、諸科学の基礎的知識を幅広く修得することが求められる。大学受験に偏
重した教育等の影響による修得知識の偏りを改善することも望まれる。しかし、限られた時間で修得できる
知識は多くない。諸学問体系のそれぞれがもつ特有の視点に接することによって、関心・好奇心を醸成す
る。

B. 世界の人々の多様な生き方を感受し、人としての豊かな感性や倫理観を拡張すること。
世界の多様な地域における人々の生活、歴史の様々な時代における人々の経験や思想など、社会における人
の生き方、感じ方に触れ、それらを自己に投影することによって自らの生き方を思考し省察しながら、豊か
な人間性と倫理観を培う。歴史、社会、文化、芸術等を通して、人としての価値を考察し形成する。


